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大学院生単独の外国出張の必要理由

　本研究室では、金属表面における相転移現象の電子論的機構の解明を進めている。佐藤（学生の名前）君は、この研究の一環として、21世紀COEプログラムによる補助のもとにPd-Al表面合金の相転移に関して重要な研究成果を挙げた。

　今年、表面科学に関する最も重要な国際会議の一つであるECOSS-22（22nd European Conference on Surface Science）がプラハで開催される。今回、この会議においてPd-Al表面合金に関する研究成果を発表し、また、関連分野における世界最大規模の基礎研究機関であるフリッツ・ハーバー研究所において情報交換を行うことにより、この研究をより一層推進したいと考えている。この研究テーマに関して自ら主体的に取り組んできた佐藤（学生の名前）君を、研究グループの代表として派遣するのが最も適当である。

　なお、単独行動の際には、危険を伴うような場所に近寄らず、安全に充分留意するとともに、いつも安全の確認ができるように、期間中の所在を明らかにして、定期的に電話により連絡をとることを申し伝えてあります。また、旅行保険に加入していることを確認しています。
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